
★議会に一言★特別号

第16回　村民との意見交換会より（村内各種団体）

意見交換会の内容について協議 村民の思いを村長へ
（神谷議会運営委員長 伊波議長）

 質問　商工会が実施した「むらおこし塾」を復活させ、10 年後・20 年後の読谷村を見据えた人材
育成を図ること。

（回答）「むらおこし塾」の在り方については、読谷村商工会と協議のうえ、対応を検討していく。
 質問　やちむんの里駐車場にトイレの増設を求める。
（回答）トイレの増設については、やちむんの里一帯の施設の利用状況を踏まえ、慎重に対応を検討。
 質問　村民の健康と各種活動に直接関わることから読谷村総合福祉センターのクーラーの修繕につい

て早期対応を求める。
（回答）総合福祉センターのクーラー修繕につきましては、令和 7 年度に取り替えができるよう村社会

福祉協議会と調整している。
 質問　読谷村漁業協同組合設置の大型定置網について、修理・修繕等メンテナンスが可能となるよ

う現在の２基から3基への増設を求める。
（回答）大型定置網の更新・導入については、事業主体となる読谷村漁業協同組合と協議のうえ対応

を検討していく。

読
谷
村
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
な
ど
の
娯
楽
施
設
が

で
き
て
欲
し
い
！！

題字：仲宗根 来斗
（古堅中学校３年）

なかそね らいと

2025年（令和7年3月発行）

政策提起項目
令和６年度　第 16回村民との意見交換会より



読谷村 議会だより読谷村 議会だより

第
16
回 

村
民
と
の
意
見
交
換
会

A 

班
　
読
谷
村
体
育
協
会
／
学
童
軟
式
野
球
読
谷
支
部
／
読
谷
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
／

読
谷
村
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
参
加
者
：
７
名
）

学
童
軟
式
野
球
読
谷
支
部

 

質
問
　
多
目
的
広
場
の
バッ
ク
ネ
ッ
ト
が
老
朽
化
に
よ
り
破
損
が
あ
り
危
険
。
修
繕
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
修
繕
予
定
で
あ
る
。

 

質
問
　
バッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
水
は
け
が
悪
い
。
側
溝
も
土
が
詰
ま
って
流
れ
が
悪
く
清
掃
必
要
。

（
回
答
）
修
繕
予
定
で
あ
る
。

 

質
問
　
備
品
管
理
の
た
め
各
学
校
に
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
が
使
え
る
倉
庫
が
ほ
し
い
。

（
回
答
）
担
当
課
長
へ
要
望
す
る
。

 

質
問
　
運
動
広
場
の
倉
庫
に
電
気
が
な
い
の
で
つ
け
て
ほ
し
い
。
暗
く
て
危
な
い
。

（
回
答
）
今
後
の
運
動
広
場
の
利
用
状
況
を
鑑
み
検
討
す
る
。

読
谷
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
運
動
施
設
に
お
け
る
改
善
要
望
箇
所
）

ゆ
ん
た
ん
ざ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

 

質
問
　
球
場 

男
子
用
・
女
子
用
の
簡
易
ト
イ
レ
設
置 

２
基
を
要
望
す
る
。

（
回
答
）
財
政
と
調
整
す
る
。

 

質
問
　 

A
・
B
球
場 

台
風
で
破
損
の
ベ
ン
チ
屋
根
の
復
旧
（
熱
中
症
対
策
）
4
箇
所

（
回
答
）
年
度
内
で
対
応
す
る
。

 

質
問
　
A
・
B
球
場
バッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
屋
根
付
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
。
２
箇
所
の
整
備
を
求
め
る
。

（
回
答
）
財
政
と
調
整
。

 

質
問
　 

自
動
販
売
機
の
設
置
（
熱
中
症
対
策
の
た
め
）

（
回
答
）
要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。

 

質
問
　
A
・
B
球
場
水
た
ま
り
の
補
修 

数
箇
所

（
回
答
）
委
託
業
者
に
連
絡
し
対
応
す
る
。

 

質
問
　
水
た
ま
り
補
修
用
砂
の
保
管 

２
箇
所

（
回
答
）
委
託
業
者
に
連
絡
し
対
応
す
る
。

 

質
問
　
塁
ベ
ー
ス
運
搬
や
内
野
水
た
ま
り
補
修
に
使
用
す
る
一
輪
車
１
台
欲
し
い
（
現
在
１
台
あ
り
）

（
回
答
）
次
年
度
に
対
応
す
る
。

 

質
問
　
B
球
場
駐
車
場
側
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
（
一
般
、
駐
車
場
への
飛
球
例
あ
り
）

（
回
答
）
財
政
と
調
整
す
る
。

読
谷
村
多
目
的
広
場

 

質
問
　
B
球
場 

バッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
屋
根
の
雨
漏
り
・
骨
組
み
補
修 

1
箇
所

＊
雨
漏
り
は
、
傘
を
さ
す
ほ
ど
。
屋
根
骨
組
み
は
錆
び
て
破
損
、

ケ
ガ
す
る
お
そ
れ
あ
り

（
回
答
）
担
当
課
と
調
整
す
る
。

 

質
問
　
A
・
B
球
場 

バッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
への
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床 

2
箇
所

（
回
答
）
財
政
と
調
整
す
る
。

 

質
問
　
A
・
B
球
場 

水
た
ま
り
の
補
修 

数
箇
所

（
回
答
）
委
託
業
者
へ
連
絡
し
対
応
す
る
。

 

質
問
　
水
た
ま
り
補
修
用
砂
の
保
管 

1
箇
所

（
回
答
）
委
託
業
者
へ
連
絡
し
対
応
す
る
。

 

質
問
　
雨
水
排
水
溝
の
土
砂
除
去 

全
般

（
回
答
）
業
者
に
見
積
も
り
を
取
る
予
定
。

 

質
問
　
A
・
B
球
場 

屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
設
置 

４
箇
所

（
回
答
）
計
画
の
担
当
者
と
調
整
す
る
。

読
谷
村
運
動
広
場

 

質
問
　
D
球
場 

バッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
屋
根
の
雨
漏
り
補
修 

１
箇
所

（
回
答
）
財
政
と
調
整
す
る
。

 
質
問
　
D
球
場 

水
た
ま
り
の
補
修 

数
箇
所

（
回
答
）
委
託
業
者
に
連
絡
し
対
応
す
る
。

 

質
問
　
D
球
場 

バッ
ク
ネ
ッ
ト
の
補
修

（
回
答
）
業
者
へ
見
積
も
り
す
る
予
定
で
あ
る

 

質
問
　
雨
水
排
水
溝
の
土
砂
除
去 

全
般

（
回
答
）
業
者
へ
見
積
も
り
予
定

2
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質
問
　
A
・
B
・
C
・
D
球
場 

屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
設
置 

6
箇
所

（
回
答
）
今
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
担
当
課
と
調
整
す
る
。

読
谷
村
サ
ッ
カ
ー
協
会

 

質
問
　
読
谷
村
多
目
的
の
人
工
芝
計
画
の
推
進
を
議
員
に
お
願
い
し
た
い
。

（
回
答
）
令
和
7
年
実
施
設
計
、
令
和
10
年
工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。
→
令
和
5
年
12
月
執
行
部

答
弁

 

質
問
　
施
設
予
約
が
し
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る!

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
現
在
、
I
T
化
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
。

A 

班
　

読
谷
村
商
工
会
／
読
谷
村
観
光
協
会
（
参
加
者
：
7
名 

）

読
谷
村
商
工
会

 

質
問
　
む
ら
お
こ
し
塾
（
H
３
年
か
ら
16
年
間
続
い
た
）

を
復
活
さ
せ
た
い
。
人
財
育
成
な
の
で
成
果
が
見
え
に
く
く
、

す
ぐ
に
成
果
を
確
認
で
き
る
事
業
で
は
な
い
が
必
要
で
あ
る
。

小
さ
な
成
功
体
験
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
商
工
会
の
事
業
と
し

て
行
う
に
は
予
算
が
か
か
り
す
ぎ
る
た
め
、
役
場
の
事
業
と

し
て
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。

（
回
答
）
引
き
続
き
関
係
団
体
と
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

質
問
　
各
種
事
案
の
対
策
の
た
め
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

の
増
設
を
求
め
る

（
回
答
）
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
目
的
を
踏
ま
え
て
課
内
で
整
理

し
ま
す

A 

班
　

読
谷
村
文
化
協
会
／
女
性
の
会
き
ら
り
／
読
谷
村
青
年
団
協
議
会
／
読
谷
村

P
T
A
連
絡
協
議
会
／
読
谷
村
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
／
読
谷
村
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議

会
／
読
谷
村
食
生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぬ
ち
ぐ
す
い
」
／
読
谷
村
交
通
安
全
友
の
会
（
参
加
者
：

11
名
）

読
谷
村
文
化
協
会

 

質
問
　
他
市
町
村
は
協
会
に
書
記
が
い
る
の
で
、
読
谷
村
も
書
記
を
配
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）
財
政
や
担
当
課
と
調
整
。

 

質
問
　
教
え
て
い
る
先
生
は
報
酬
が
あ
る
が
、
役
員
の
手
当
て
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）
財
政
に
要
望
す
る
。

女
性
の
会
き
ら
り

 

質
問
　
伝
統
芸
能
を
す
る
時
の
衣
装
が
な
く
自
治
会
し
か
持
って
い
な
い
。
読
谷
ま
つ
り
衣
装
集
め
等
、

裏
方
の
仕
事
の
負
担
が
大
き
い
。
衣
装
は
村
が
準
備
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
衣
装
等
の
要
望
も
ま
つ
り
実
行
委
員
（
役
場
）
へ
訴
え
て
ほ
し
い
。「
今
ま
で
通
り
」
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
時
代
に
な
って
い
る
の
で
、
新
し
い
取
り
組
み
等
を
工
夫
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

読
谷
村
青
年
団
協
議
会

 

質
問
　
読
青
協
の
告
知
の
た
め
に
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）
担
当
課
へ
要
望
す
る
。

 

質
問
　
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
費
用
2
4
0
万
、
村
補
助
50
〜
60
万
、
企
業
協
賛
、
各
青
年
会
の
持
ち

出
し
で
開
催
し
て
い
る
が
、
今
後
厳
し
い
。
補
助
金
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
要
望
し
て
い
く
。

読
谷
村
P
T
A
連
合
会

 

要
望
　
村
内
学
校
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
自
治
会
長
の
熱
心
な
取
組
で
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
谷
村
食
生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぬ
ち
ぐ
す
い
」

 

質
問
　
読
谷
の
食
材
を
使
って
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
。

（
回
答
）
日
ご
ろ
か
ら
健
康
レ
シ
ピ
を
作
り
に
感
謝
し
ま
す
。
更
に
読
谷
の
食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

3
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B 
班
　

読
谷
村
障
が
い
児
者
を
見
守
る
父
母
の
会
み
な
く
る
（
参
加
者
：
6
名
）

 

質
問　
社
協
か
ら
の（
平
成
３
年
）助
成
金
や
役
場
か
ら
の（
平

成
28
年
）
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

（
回
答
）一般
質
問
（
12
月
）

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
時
に
平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
繰

越
額
が
補
助
額
の
20
％
を
超
え
る
団
体
に
つ
い
て
原
則
３
％
カ
ッ

ト
と
し
、
現
在
に
至
って
い
る

助
成
金
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
や
寄
附
金
等
の
収
入
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
て
い
る

 

質
問
　
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
「
み
な
く
る
」
の
存
在

を
知
り
繋
が
り
を
持
って
欲
し
い
。「
み
な
く
る
」
の
よ
う
に
親

子
で
関
わ
り
、
み
ん
な
で
支
え
合
え
る
関
わ
り
を
つ
く
り
た
い
の

で
行
政
か
ら
も
、「
み
な
く
る
」
の
活
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か

（
回
答
）
執
行
部
へ
確
認
す
る
。
内
容
に
応
じ
た
対
応
は
可
能
で

あ
る
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
社
協
や
福
祉
課
の
窓
口
等
に
相
談
し
て
頂
き
た
い

 

質
問
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ス
ロ
ー
プ
が
危
険
す
ぎ
る
。
ま
た
、
階
段
の
と
こ
ろ
が
暗
く
、
段
差
や

傾
斜
が
多
く
障
が
い
者
に
優
し
く
な
い

（
回
答
）
月
例
会
な
ど
で
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等
を
行
な
っ
て
い
る
。
施
設
建
替
え
に
つ
い
て

は
多
角
的
な
検
討
を
要
す
る
事
か
ら
方
針
は
未
定
で
あ
る
。

 

質
問
　
大
木
の
旧
波
平
商
店
か
ら
北
側
（
村
道
大
木
南
線
）、
横
断
歩
道
の
白
線
が
消
え
て
危
険
で

あ
る
。

（
回
答
）
現
場
確
認
の
う
え
、
必
要
に
応
じ
執
行
部
に
要
望
す
る
。
通
常
は
警
察
を
通
し
公
安
委
員
会

で
行
な
う
場
合
と
、
通
学
路
の
場
合
は
直
接
役
場
が
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
役
場
窓
口
や
自
治

会
、
議
会
へ
相
談
を
お
願
い
し
た
い
。

 

質
問
　「
み
な
く
る
」
の
家
賃
補
助
が
で
き
な
い
か
。
光
熱
費
も
高
騰
し
て
い
る
。
無
償
で
活
動
で
き

る
場
所
を
提
供
し
て
欲
し
い

（
回
答
）
執
行
部
に
要
望
す
る
。
家
賃
補
助
に
つ
い
て
は
収
益
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
補
助
は
出

来
な
い
。

 

質
問
　
役
場
で
知
的
障
が
い
者
の
方
の
採
用
が
あ
る
か
。

（
回
答
）
採
用
は
な
い
が
、
応
募
に
関
し
て
の
制
約
は
な
い
。

 

質
問
　
障
が
い
者
を
抱
え
る
親
が
亡
く
な
っ
た
時
に
入
所
で
き
る
施
設
が
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
不

安
が
大
き
く
、
受
け
入
れ
場
所
を
考
え
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
計
画
相
談
員
と
事
前
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

 

質
問
　
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て
、
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
回
答
）
災
害
時
に
お
い
て
は
、
ま
ず
緊
急
避
難
所
に
避
難
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
、
福
祉
避
難
所
等
への

案
内
と
な
る
と
承
知
し
て
い
る
。

B 

班
　

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
（
参
加
者
：
6
名
）

※
70
世
帯
〜
2
0
0
世
帯
に
１
人
（
国
の
基
準
）

読
谷
村
は
1
人
あ
た
り
2
0
0
世
帯
以
上
を
担
当
し
て
い
る
。

読
中
校
区
42
名　
充
足
率
1
0
0
％

古
中
校
区
36
名
か
ら
26
名
に
減   （
２
名
に
つ
い
て
は
補
充
目
処
あ
り
）

※
民
生
児
童
委
員
の
人
手
不
足
の
問
題
は
全
国
的
に
も
同
じ
状
況

民
生
児
童
委
員
の
周
知
と
、
や
り
が
い
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
。

充
足
率
（
約
）
70
％ 

中
部
は
80
％
ぐ
ら
い
。
な
ん
と
か
90
％
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
自
治
会
の
壁
が
あ
る
。
未
加
入
世
帯
も
多
い
の
で
支
援
が
難
し
い
。

未
加
入
の
人
た
ち
も
支
援
の
枠
に
入
って
い
る
の
で
、
つ
な
が
る
の
が
難
し
い
。

※
国
と
し
て
も
人
手
不
足
に
つ
い
て
、
課
題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
も
抱
え
て

い
る
環
境
や
状
況
が
違
う
の
で
、
ど
う
な
る
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

（
要
望
）
読
谷
村
と
し
て
も
、
も
っ
と
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
本
気
で
動
い
て
欲
し
い
。

※
議
員
の
質
問

 

質
問
　
未
加
入
世
帯
と
の
課
題
は
。

（
回
答
）
前
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
相
談
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
直
接
支
援
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
使
え
る

制
度
へ
案
内
し
て
い
る
。

 

質
問
　
各
施
設
の
ト
イ
レ
、
障
が
い
者
ト
イ
レ
が
整
って
い
な
い
。
や
ち
む
ん
の
里
は
せ
ま
く
て
危
険
で

あ
る
。
誰
も
が
使
って
心
地
良
い
ト
イ
レ
に
し
て
ほ
し
い
。
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（
回
答
）
議
会
で一般
質
問
（
12
月
）

駐
車
場
側
は
村
管
理
だ
が
、
奥
の
狭
い
ト
イ
レ
は
窯
元
の
管
理
と
な
り
、
別
で
あ
る
。
年
間
約
７
万
人

が
訪
れ
る
事
か
ら
、
ト
イ
レ
の
増
設
を
求
め
て
い
る
。

 

質
問
　
中
央
残
波
線
交
差
点
の
、
点
字
ブ
ロッ
ク
の
設
置
場
所
に
問
題
が
あ
る
。

（
回
答
）
担
当
課
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
設
置
基
準
に
即
し
た
設
置
で
あ
る
。
周
辺
環
境
に
は
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
事
を
申
し
添
え
る
。

 

質
問
　
シ
ー
レ
イ
ク
座
喜
味
への
鳳
バ
ス
を
も
っ
と
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
外
灯
が

ほ
と
ん
ど
な
く
道
が
暗
く
て
危
険
。

（
回
答
）
担
当
課
へ
確
認
し
要
望
す
る
。
基
礎
調
査
を
終
え
て
お
り
、ル
ー
ト
編
成
を
検
討
課
題
と
す
る
。

 

質
問
　
村
内
全
体
に
外
灯
（
防
犯
灯
な
ど
）
が
少
な
く
て
暗
い
。

（
回
答
）
現
場
確
認
等
を
行
い
要
望
し
て
い
く
。

 

質
問
　
自
治
会
未
加
入
の
方
への
、
困
り
事
等
の
相
談
は
。

（
回
答
）
ま
ず
は
、
福
祉
協
議
会
及
び
役
場
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
議
員
への
積
極
的
な
相
談
も

お
願
い
し
た
い
。

　 

質
問
　
防
災
ト
イ
レ
の
確
保
は
重
要
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
欲
し
い
。

（
回
答
）
防
災
備
蓄
用
と
し
て
使
い
捨
て
（
ラ
ッ
プ
ポ
ン
）
は
あ
る
が
、
数
量
等
の
課
題
が
あ
る
。

 

質
問
　
災
害
避
難
時
の
運
営
に
つ
い
て
も
っ
と
本
格
的
に
取
り
組
む
べ
き
。（
リ
ア
リ
テ
ィ
が
足
り
な
い
）

（
回
答
）一般
質
問
（
12
月
）

村
全
体
の
避
難
訓
練
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
は
７
自
治
会
に
お
い
て
、
自
主
防
災
会
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
自
治
会
で
の
立
ち
上
げ
や
、
啓
発
に
力
を
入
て
い
く
。

要
援
護
者
の
避
難
は
考
え
る
べ
き
で
、
訓
練
等
を
求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
総
合
訓
練
の
提
案
は
過

去
に
も一般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

B 

班
　
（一社
）
読
谷
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
参
加
者
：
3
名
）

　
　
　
　
　

読
谷
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
参
加
者
：
6
名
）

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
会
員 

94
名
）
→
年
度
末
に
向
け
80
名
前
後
で
推
移
し
現
在
59
名
が
活
動

（
今
年
で
10
年
目
!
多
く
の
村
民
に
理
解
や
協
力
を
行
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
会
員
も
ど
ん
ど
ん

増
や
し
て
い
き
た
い
。）
高
齢
の
方
々
が
退
職
し
て
も
元
気
に
健
康
で
働
い
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う

活
動
拠
点
の
場
に
し
た
い
。
今
後
と
も
村
民
への
周
知
徹
底
を
行
って
い
き
た
い
。

※
要
望
と
し
て
は
、公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
段
差
解
消
等
）
を
積
極
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て一番
の
課
題
は
会
員
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
！

◎
読
谷
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

質
問
　
意
見
交
換
会
の
流
れ
に
つ
い
て
質
問
。
議
会
で
聞
く
だ

け
で
終
わ
る
な
ら
無
駄
じ
ゃ
な
い
か
？
意
見
交
換
を
し
た
後
ど

う
な
る
の
か
。

（
回
答
）
意
見
を
承
り
全
員
協
議
会
で
確
認
後
、
政
策
提
起
を

提
出
し
た
り
、各
々
の
議
員
が一般
質
間
で
取
り
上
げ
た
り
し
て
、

村
民
の
声
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

 

質
問
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ク
ー
ラ
ー
が
壊
れ
て
久
し
い
が

復
旧
の
目
処
は
、
特
に
夏
場
の
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
支
障
が
あ
る
。

（
回
答
）
復
旧
に
向
け
、
内
部
や
役
場
担
当
課
と
も
調
整
し
て

い
き
た
い
（
社
協
）

議
会
と
し
て
も
早
急
な
対
応
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

 

質
問
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
の
効
率
化
に
つ
い
て

（
葬
儀
等
に
よ
り
午
後
の
活
動
制
約
が
あ
る
）

（
回
答
）一般
質
問
（
12
月
定
例
）

村
内
に
葬
儀
場
が
な
く
、
村
外
で
葬
儀
を
行
な
って
い
た
事
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
機
会
に
、
整
備

し
平
成
13
年
に
開
館
し
て
い
る
。
告
別
式
場
の
整
備
で
利
便
性
が
向
上
し
た
。

※
次
年
度
（
令
和
７
年
度
）
補
助
金
増
額
の
達
成
（
64
万
5
千
円
）
は
規
模
の
小
さ
な
単
位
ク
ラ
ブ
へ

の
追
加
補
助
に
よ
り
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
も
27
億
円
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
お
さ
え
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で
き
る
の
か
、
も
っ
と
実
践
的
な
動
き
と
し
村
が
交
通
整
理
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
ど
う
や
って
い
く
の
か
も
考
え
て
いって
ほ
し
い
。
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C 
班
　

読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
（
参
加
者
：
３
名
）

組
合
長
よ
り
現
状
説
明

１ 

今
年
１
月
に「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
農
村
漁
村 

村
の
誇
り
」と
い
う
こ
と
で
、沖
縄
総
合
事
務
局
よ
り
、移

動
販
売
車
な
ど
の
地
域
密
着・貢
献
と
い
う
こ
と
で
表
彰
さ
れ
た
。

２ 

移
動
販
売
車
は
各
自
治
会
等
へ
も
根
付
き
、実
績
と
し
て
令
和
５
年
度
の
売
り
上
げ
が
、約

8
0
6
万
円
。令
和
６
年
度
は
９
月
ま
で
に
4
1
5
万
円
を
上
げ
た
。

３ 

役
場
よ
り
、年
間
1
7
0
万
円
の
補
助
が
あ
り
、組
合
全
体
の
活
性
化
の
た
め
に
利
活
用
し
て
い
る
。

４ 

長
浜
海
岸
の
ア
ー
サ
用
鉄
筋
に
つ
い
て
は
、景
観
上
か
ら
10
月
に一部
を
除
き
抜
き
取
り
を
行
っ
た
。

５ 

個
人
事
業
主
が
多
く
、担
い
手
や
新
規
採
用
者
が
不
足
し
て
い
る
。募
集
し
て
い
る
が
、来
て
く
れ
な

い
。今
後
は
、沖
縄
市
や
嘉
手
納
町
と
連
携
し
て
体
験
等
を
検
討
し
て
い
く
。

６ 

塩
害
が
ひ
ど
く
、船
の
修
理
等
に
使
う
ウ
イ
ン
チ
が
痛
み
や
す
い
。ク
レ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
同

様
で
あ
る
。ま
た
、月
１
回
使
用
す
る
定
置
網
の
洗
浄
機
も
故
障
し
が
ち
で
、１
回
の
修
繕
に
つ
き
50

～
60
万
円
か
か
る
。

７ 

大
型
の
ク
レ
ー
ン
も
修
理
に
4
0
0
万
円
要
し
た
が
、昨
年
、村
に
半
額
補
助
を
し
て
も
ら
っ
た
。

 

質
問
　
12
年
前
導
入
の
大
型
定
置
網
も
経
年
劣
化
の
上
、大
型
魚
類
等（
サ
メ・く
じ
ら・カ
メ
）が
入
っ

た
影
響
に
よ
り
破
れ
、
空
い
た
穴
の
修
理
が
大
変
で
あ
る
。
現
在
、
網
は
２
基
な
の
で
３
基
あ
れ
ば
業

者
への
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
と
な
り
、延
命
措
置
が
で
き
る
の
で
、防
衛
予
算
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

網
は
、
当
時
で
約
１
億
２
千
万
円
で
あ
っ
た
。

（
回
答
）更
新
に
つ
い
て
は
、今
後
読
谷
村
漁
業
組
合
と
調
整
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

 

質
問
　
軍
港
移
設
に
伴
う
潮
流
の
変
化
に
よ
る
汚
濁
で
、
漁
に
影
響
が
あ
る
の
だ
が
、
管
轄
外
と
い
う

こ
と
で
、
説
明
会
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
防
衛
の
方
へ
は
、
意
見
書
と
し
て
提
出
を
し
た
。

（
回
答
）潮
流
や
漁
獲
高
、海
水
汚
染
等
に
つ
い
て
は
、読
谷
村
漁
業
組
合
と
協
議
の
上
沖
縄
防
衛
局
に
対

し
て
確
認
を
行
う
。

 

質
問
　
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
年
々
漁
場
が
遠
く
な
り
、
燃
料
の
高
騰
や
漁
船
の
大
型

化
に
よ
り
漁
港
が
狭
隘
化
。
※
本
部
町
で
は
、
４
億
円
（一括
交
付
金
）
を
か
け
て
港
内
改
修
。

（
回
答
）漁
港
を
管
理
す
る
沖
縄
県
や
読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
と「
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
意
見
交

換
会
を
行
って
い
く
。

 

質
問
　
冷
凍
施
設
は
５
年
に
な
る
が
、
台
風
時
の
長
時
間
停
電
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
自
家
発
電

機
を
考
慮
願
い
た
い
。

（
回
答
）要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。

※
議
員
の
質
問

 

質
問
　
温
暖
化
も
関
連
し
て
、
台
風
や
豪
雨
等
に
よ
って
の
漁
獲
高
への
影
響
は
あ
る
か
。

（
回
答
）
他
県
で
は
、
５
～
８
年
で
漁
場
が
移
動
し
変
化
が
あ
る
。
本
村
に
お
い
て
は
40
年
程
変
わ
る
こ

と
な
く
獲
れ
た
。
例
年
1
2
0
～
1
5
0
ト
ン
の
水
揚
げ

が
あ
り
、
漁
獲
高
は
4
5
0
0
～
5
0
0
0
万
円
だ
っ
た
。

し
か
し
、
令
和
元
年
ぐ
ら
い
か
ら
下
が
り
始
め
、
最
近
で
は

以
前
の
半
分
程
度
の
水
揚
げ
と
な
り
、
4
0
0
0
万
円
を
切

る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
以
前
の
魚
種
が
取
れ
な
く
な
って
い

る
。
今
後
は
、
栽
培
漁
業
や
陸
上
養
殖
も
考
え
た
い
が
、
水

温
の
件
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

質
問
　
組
合
員
は
何
名
か
。

（
回
答
）
正
組
合
員 

43
名
、
準
組
合
員 

1
0
0
名

 

質
問
　
食
堂
の
状
況
は
。

（
回
答
）
月
に
1
0
0
0
万
～
1
2
0
0
万
円
程
の
売
り

上
げ
。

 

質
問
　
観
光
収
入
は
。

（
回
答
）
令
和
５
年
度
は
3
3
0
万
円
で
、
令
和
６
年
度
は
上
半
期
で
3
2
0
万
円
。

C 

班
　

読
谷
山
花
織
事
業
協
同
組
合
（
参
加
者
：
３
名
）

 

質
問
　
台
風
に
よ
る
雨
漏
り
や
各
工
房
の
ク
ー
ラ
ー
修
繕
に
費
用
を
要
し
た
。
理
事
等
の
役
員
も
本

来
は
織
子
で
あ
る
の
で
、
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
戸
惑
い
も
あ
る
。

委
員
よ
り
：
施
設
利
用
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
か
を
ふ
ま
え
、適
宜
対
応
対
応
す
る
。

指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
説
明
を
行
う
。

※
議
員
の
質
問

 

質
問　
草
木
染
の
原
料
の
ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）
各
自
で
染
め
て
い
る
の
で
、
染
料
は
各
自
で
確
保
。
た
だ
し
、
手
に
入
ら
な
い
の
は
購
入
、
あ

る
い
は
、
提
供
。
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質
問
　
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）
20
年
程
前
は
多
く
の
応
募
者
が
あ
り
、
40
歳
以
下
の

年
齢
制
限
も
あ
っ
た
。
現
在
は
、
集
ま
ら
な
い
た
め
年
齢
制
限

は
な
い
が
、
加
齢
に
よ
る
視
力
低
下
の
影
響
が
あ
る
。
ま
た
、

全
部
の
工
程
を一人
で
す
る
た
め
、
織
り
に
入
る
ま
で
の
準
備

が
大
変
で
、
織
り
上
げ
て
も
、
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

質
問
　
需
要
と
供
給
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）
帯
、
着
尺
は
問
屋
か
ら
沢
山
の
注
文
が
入
って
お
り
、

在
庫
の
な
い
状
況
。

 

質
問
　
県
外
で
の
催
し
物
は
。

（
回
答
）県
の
主
催
で「
ふ
れ
あ
い
広
場
」と
い
う
の
を
年
１
回
、

銀
座
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
問
屋
か
ら
呼
ば
れ
て
の
実
演
も

あ
る
。

 

質
問
　
組
合
員
の
数
と
当
面
の
課
題
は
。

（
回
答
）
1
0
4
人
。
県
内
各
地
の
理
事
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
若
い
織
子
が
子
育

て
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
奨
学
金
、
助
成
金
制
度
の
必
要
性
。

C 

班
　

読
谷
村
さ
と
う
き
び
生
産
組
合
／
読
谷
村
養
豚
組
合
／
読
谷
村
若
畑
人
の
会
／
中

部
地
区
和
牛
改
良
組
合  

読
谷
支
部
（
参
加
者
：
６
名
）

１
『
読
谷
村
さ
と
う
き
び
生
産
組
合
』
よ
り
現
状
説
明

（
1
）
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
耕
作
面
積
が
減
り
耕
作
放
棄
地
が
出
て
き
て
い
る
。

（
2
）
最
近
、
役
場
職
員
の
巡
回
が
少
な
い
。
議
会
で
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
の
場
が
ほ
し
い
。

（
3
）
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
あ
る
の
で
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
し
た
の
だ
が
。

（
4
）
G
P
S
等
の
ス
マ
ー
ト
農
業
化
の
た
め
に
、
基
地
局
を
願
い
た
い
。

委
員
よ
り
：（
1
）～（
4
）は
要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。

※
議
員
の
質
問

 

質
問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
移
行
す
れ
ば
、
農
地
の
管
理
も
し
や
す
く
な
る
と
の
こ
と
か
。

（
回
答
）
少
な
い
人
手
で
す
む
。

２
『
読
谷
村
養
豚
組
合
』
よ
り
現
状
説
明

（
1
）
担
い
手
が
い
な
い
状
況
で
、
施
設
が
劣
化
、
老
朽
化
し
て
い
る
。

（
2
）
残
飯
で
の
飼
育
の
豚
は
安
い
。
出
荷
前
に
配
合
飼
料
で
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。

 

質
問
　
臭
い
（
悪
臭
）
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
は
、
役
場
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
直
接
養
豚
農

家
へ
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

（
回
答
）
悪
臭
は
、
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
補
助
金
に
よ
る
設
備
の
必
要
性
は
あ
る
と
思
え
る
。

※
議
員
の
質
問

 

質
問
　
残
飯
飼
育
の
豚
が
安
い
の
は
な
ぜ
か
。

（
回
答
）
残
飯
の
材
質
に
安
定
性
が
な
い
た
め
、
肉
質
に
ム
ラ
が
あ
る
。
配
合
飼
料
が
良
い
の
だ
が
、
餌

の
高
騰
が
あ
る
。

 

質
問
　
豚
コ
レ
ラ
の
影
響
は
。

（
回
答
）
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
完
全
接
種
。
ワ
ク
チ
ン
代
は
、
村
か
ら
の
半
額
補
助
が
あ
る
。

３
『
読
谷
村
若
畑
人
の
会
』
よ
り
現
状
説
明

（
1
）
担
い
手
は
少
な
く
な
り
、
農
地
が
空
い
て
い
く
こ
と
へ
、
人
農
地
プ
ラ
ン
と
し
て
、
国
か
ら
は
方

向
性
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
村
と
し
て
の
ビ
ジ
ョン
が
ほ
し
い
。　
ま
た
、
村
は
点
在
し

て
い
る
農
地
等
に
つ
い
て
、
集
約
化
への
方
向
性
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
回
答
）農
業
振
興
地
域
内
の
施
設
用
地
を
座
喜
味
、高
志
保
、渡
具
知
等
に
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
、畜
産
業
の
増
加
等
に
応
じ
、集
約
化
を
行
う
箇
所
を
検
討
す
る
。

（
2
）
農
家
周
辺
の
観
光
施
設
を
利
用
す
る
観
光
客
な
ど
に
、
立
ち
寄
って
く
れ
る
よ
う
な
道
の

駅
的
な
直
売
店
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
回
答
）要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。

４
『
中
部
地
区
和
牛
改
良
組
合  

読
谷
支
部
』
よ
り
現
状
説
明

（
1
）
牛
の
価
格
が
大
き
く
下
落
し
て
い
る
。
補
助
金
が
あ
って
も
足
り
な
い
。

（
2
）
牛
を
大
き
く
飼
育
す
る
た
め
に
、
良
質
の
牧
草
を
植
え
る
も
、
機
械
化
への
投
資
が
厳
し
く
、
青

草
時
に一気
に
刈
れ
な
い
た
め
、
好
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
伸
び
す
ぎ
て
種
が
吹
き
上
が
る
と
近

隣
か
ら
苦
情
が
あ
る
。

（
3
）
種
付
け
か
ら
出
荷
ま
で
は
２
年
か
か
る
の
で
、
も
し
途
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
収
入
は
な
い
。
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読谷村 議会だより

班　分 A 班 B 班 C班
比 嘉 幸 雄
當 間 良 史
與 那 覇　徳　雄
神 谷 嘉 栄
山 城 正 輝
伊 佐 眞 武

松 田 昌 邦
城 間 真 弓
仲 眞 朝 雄
與 那 覇　沙　姫
平 良 勝 志
岸　本　大 二 郎

山 内 政 徳
江 田 守 恭
上　地　利 枝 子
國 吉 雅 和
大 城 友 誼
長 濱 宗 則

11月15日（金）

11月14日（木）

11月13日（水）

11月12日（火）

11月11日（月）

11月 8 日（金）

班 編 成

ゴシックは班長

読谷山花織 14：00～15:30

読谷山花織事業協同組合

読谷村漁業協同組合14:00～15：30

漁業協同組合

全員協議会室 14:00～15:30
和牛改良組合・養豚組合・若畑人の会・さとうきび生産組合

みなくる 19:00～20:30
読谷村障がい児者を守る父母の会

文化センター講座室B 14:00～15:30
民生委員児童委員協議会連合会

文化センター講座室B 14:00～15:30

老人クラブ連合会・シルバー人材センター

文化センター講座室B 19:00～20:30
体育協会・学童野球・ソフト・サッカー・ラグビー

全員協議会室 10:00～11:30

商工会・観光協会

文化センター講座室B 19:00～20:30
文化協会・女性の会きらり・青年団協議会・PTA・
青少年健全育成・子ども会・食生活ボランティア・

交通安全友の会

（
4
）
獣
医
の
夜
間
診
療
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
も
し
も
難
産
の
場
合
に
は
、
自
ら
が
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
、
講
習
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
不
安
。

（
5
）
堆
肥
に
つ
い
て
は
、
野
菜
農
家
と
循
環
型
で
。

（
6
）
耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

雑
木
等
の
伐
採
は
村
で
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
借
り
や
す
く

な
る
。

（
回
答
）要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。
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